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在日朝鮮人文学に お ける 「チ マ ・ チ ョ ゴ リ」の 表象

呉 　恩英

1．は じめ に

　 日本で 韓国の 伝統的な服装は何 か と尋

ね る と 、
「チマ ・ チ ョ ゴ リ」と い う答 え が

す ぐに 返 っ て くる 。 そ の 反 面 、
「パ ジ ・

チ ョ

ゴ リ」 は知 らない 人が多い 。 男性 の 朝鮮

服 よ り女性の 朝鮮服 （韓服）
1＞
の 方が知 ら

れ て お り、 朝鮮服 に は女性の イ メー ジが

強い と もい え る 。 つ ま り、 韓 国（朝鮮）の

伝統的な服装は 「チ マ ・ チ ョ ゴ リ」とい う

よ うに 定着 して い るの で あ る 。 同様 の 現

象 は在 日朝鮮人 の 作品に も見 られ る 。

　戦中の 日本で 朝鮮服の 着用 につ い て は

種 々 の 資料に 記され てお り 、 在 日朝鮮人

文学に も表 われ て い る 。 金石 範の 年譜に

よる と、 1927 年 に彼 の 母 は 厂朝鮮服 の 裁

縫 と 、 小 さな平家 で数人の 同胞下宿人を

置い て 生計 を立 て 」 て い た 。 また 他の 作

家 の 作 品 も朝鮮服 に 触れ る こ とが あ り、

多くは ない が朝鮮服の 着用が続い てい た

こ とが わか る 。

　上記 の こ とを 踏ま え 、 植民地期 に 日本

に お い て 朝鮮服 の 着 用 は どの 程 度可能

だ っ た の か 、 そ し て なぜ そ の 呼称が 「朝

鮮服」か ら現在 の 「チマ ・チ ョ ゴ リ」に変

化 した の か 、 そ の プロ セ ス を検討 しな が

ら、 そ れが在 日朝鮮人作家の 作品に お い

て どの よ うに 描 か れ どの よ うな意味 を

も っ て き たか につ い て 考察 して み たい 。

2．日本で の 朝鮮服に対する規制

　植民地期 に 朝鮮人 が白衣
2）
を好ん で 着

て い た こ とに対 して 、 日本側 は こ れ が不

経済 的 な もの と 見 な し て 禁 止 し色 衣 を

奨励 した。
r協和事業』（194D に は 、

「内

地 人 と同 じ様 な生 活様 式 を営 む こ とが必

要」で ある こ とを強調 し 「質素清潔」、
「殊

に
一

見奇異の 感を起 さ しむ る舊式白衣 は

急速 に改廢せ なければな らぬ」
3）

と記 され

て い る 。 朝鮮服 の 方が 日本の 着物 よ り動

きやす い 面 もあ るが、 洋 式化 が進 ん でい

た 日本で は 、 朝鮮服 は時代遅れの 服装に

見え た と も思われ る 。 それに労働力が重

要視 ざれ た時代 に おい て 白衣は清潔を保

つ の に手 間がか か る
4）
もの で あ っ た 。

　小熊 秀雄 の 長篇詩 「長長秋夜 」 （1935

年）
S）

に は 、 老婆が 丁 寧に 白衣を 洗い 手

入 れす る姿や 、 白衣を 禁止す る こ と に 対

し、 「神 さ まか らの お授 か りの 白衣」 は

「死 ん で も殺され て も脱 がぬ」とい う老婆

たち の頑 固さが語 られ て い る。
こ の 長 編

詩に も表 われ て い る よ うに 、 日本 側 は女

性が洗濯 か ら着 る まで 服装の 手入れ に 長

時間 をか ける こ とを無駄 と感 じた の で あ

る 。 こ の よ うな理 由か ら「色衣奨励」政策

が 行われ た 。 白衣の 禁止に対 して の 政策

は は じめの 頃は 、 朝鮮人 の 抵抗 も考え 、

緩や か に 行 わ れ て い た が 、 1937 年 に 入

り本格的に 実施 され た 。

＿ 50＿

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Expression-Formation Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Expresslon −Formatlon 　Studles

　金史良の 「草探 し」（1940 年）に は、 日本

政府 に従 う郡守 （朴仁植の 叔父）が山民た

ち に下手な 日本語 で演説 し、そ れ を鼻か

み先生が 朝鮮語 で 通訳す る滑稽な場 面
6）

が ある 。 演説の 内容は 、 朝鮮人が貧乏に

な っ たの は 白い 着物を着用 した か らで あ

り、経済的に も時間 的に も無駄 で あ るか

ら、色を染め た着物を着用す る こ とを奨

励 す る とい うもの で あ る 。 内容は上述 の

と同様で あ るが 、 こ の 作品の 中で それを

指示 して い る の は 朝鮮人 自身で あ り、 通
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チ マ

訳の 鼻か み先生 も自分 の 妻 の 「白い 裳」に

墨 をつ け妻か ら怒鳴 られ る場 面 が描かれ

る 。 朝鮮の 山中 の 火 田 民 まで 色 衣奨励が

広が っ て い た こ とが うかが え る。

　 こ の 政策 自体 は 朝鮮 に おい て も 日本 に

お い て も同 じだ っ た が 、 日本在住の 朝鮮

人 に は 「内地式」の 服装が一
層 強 く奨励 さ

れ た 。 1930 年 代 に は戦 争が 激 し くな る

と とも に 、 日 本に 渡 る朝鮮人 も増加 し 、

そ の 中の 女性 の 数 も増 し て い っ た
7）

。 そ

れに 伴い 、 朝鮮服着用者
8）

の 数 も増加 し

て い っ た 。 こ れ に対 し内地服を強要す る

指導が行わ れ 、 その 対象は女性 に集中 し

た 。

　 当時の 日本で の 内地服着用状況 につ い

て
9）
、 「総 ジテ 男 子 ニ テ ハ 鮮服 着用 者 ハ

老人 、子供 ノ僅 少 ニ テ 其 ノ 殆 ン ドハ 洋服

或ハ 国民服 、 団服 、 和服 ヲ着用」 して い

るが 、
「婦女子老 人ニ ハ 永年の 習慣並 二

手持チ多ク和裁 ノ容易 ナ ラザル ニ 依 リ在

住 者五割 ハ 尚朝鮮 服 ヲ着用 シ居 レ リ、其

他 ハ 和服並 二 簡 単服 ヲ 着用ス 」 （『協和事

業年鑑』1944 年 9 月 25 日）
1°）

と協和会の

機関誌に記 され て い る 。 日本 で の 朝鮮服

に 対 す る 協和 会の 規制 や そ の 強制 の 度

合、 服 装の 割合 は 地域 に よ っ て 少 々異

な っ て い たが、全体的に老人層 と婦女子

層が永年の 習慣 に よ っ て 「鮮服」の着用が

多か っ た こ とが分か る 。

　 こ の よ うな事情か ら 「内地生活へ の 誘

導 は先づ婦人を対象 と して の 強 力な る 指

導を必要 と な し 、 本会 に於 て も最初の 事

業の 一
として 婦人 の 生活刷新講習 会 を各

地 に 開催し、家庭を通 じて 生活の 刷新を

促進 し、 本事業 の 目的達成 に 資せん とす

る」 （『協和事業』 中央協和会 、 第 2 巻第

10 号昭和 15 年 12 月 、 122 頁 ）
ID

とい う

方針が打ち 出され 、女性 に 対 して 婦人 服

（和 服）裁縫 会 、 内職講 習会 な どの 指導が

行われ た
12）

の で あ る 。

　 内地服を強要 した の は、 日本人 と同様

の生活を勧め るため で あ り、 こ れ は 言 う

まで もな く「皇民化 」「内鮮一
体 」化を 目的

とし て い た 。 こ れ を指導 した の が、協 和

会 で あ る 。 協 和会 とい うの は 、
「解放 以

前に 在 日朝鮮人用 に つ くられ た 官制 の 団

体」で 、
「戦争が 激 し くな る と と もに在 日

朝 鮮人 が多 くな り、 また 強制連 行が始

ま っ た 1939 年に 、 全 国すべ て の 都道 府

県 に 結成」
13）

され 、 多 くの 在 日朝鮮人 も

会員 に な っ て い た 。 つ ま り 、 戦争が 目前

に迫 っ た 状況で の 「内鮮一体」は 絶対的必

要 条件で あ り、 朝鮮 服 を着る こ とは 「内

鮮
一

体」 を 明 らか に 否定 す る要素 と見な

され た の で あ る 。

　 「内地式」の 服装 と して は 、 男性は伝統

服 よ り洋服式の 団体服 を着用 す る こ とが

多 く、女性 は和服 式 で あ っ た 。 この 和服

式は 戦争が激化 す る に つ れ て 、 上 は和服

で あ っ て も 、 下 は 日本 の 女 性 も反 感 を

持 っ た
14）

モ ン ペ に変 わ っ て い っ た 。 こ

れ に 対 して 、 洋服をあ ま り目に して い な

か っ た朝鮮の 女性たちはさらに 違和感を
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持 っ た だろ う
15）

。

　 「協和会兵庫県伊丹支会 の 協和会書記

と婦人協和会員 との 対話」 （『兵庫県社会

事業』 1941 年 3 月号）
t6）

に は服装改善政

策に 対する反 応が書か れ 、 従来の 風 習を

棄て ない 朝 鮮 の 女性 に 対 して は 「全 国的

に中年以下の 婦人は全 部和服を着用せ し

む べ く指導せ られ 度い 」と記さ れ て い る 。

和服 を所持 して い て も、 「年長者達か ら

生意気な と後指 を指 され」 て着用 で きな

い こ と もあ り 、 親に 奨め られ て 朝鮮服を

着て い た こ と も多 い 。 こ の よ うに 朝鮮の

女性 たち に は親や年長者の 意向を 尊重 す

る儒教思想が根強か っ た こ とがわ か る 。

　そ の 上、樋 口 雄
一

の 指摘に よれ ば、「協

和会 の 各 種集 会 で は和 服 を着 て 神 社参拝

等 の 実践 に参 加 を す るが 、反面 、 協和事

業 の 場を はな れれ ばほ とん ど自発的に は

協和 会の 諸 課題 は 実践 され て い なか っ

た 」
17）

とい うよ うに 、 協和 会の 指導が控

え 目であ っ た 。 増 え続 け る朝鮮 人 に無理

や り内地服を強要す る こ とが 引き起 こ す

抵抗を恐れ 、
「内地式」は 地方の 実情に応

じて 実施 され た の である 。

　 こ の よ うな植民地政策 と して の 「色衣

奨励」 は、 日常服で あ っ た朝鮮服に 朝鮮

人が 「国（朝鮮）」の イ メー ジを重 ね合わせ

る よ うに なる 一
つ の 転換点に な っ た と も

言え よ う。

3．朝鮮服 へ の 思 い

　上 掲の 資料 か ら朝鮮人女性が 朝鮮服を

着続 けて きた こ とが分か る が 、 こ の 朝鮮

服は、現在 「チ ョ ゴ リ」あるい は 「チマ ・

チ ョ ゴ リ」 と呼ばれて い る 。 協和会 の資

料で は 「朝鮮服」ある い は 「鮮服」
1s）

とい う

呼称が使わ れ て い た 。 戦後初期の 在 日朝

鮮人文学の 中で は主に 「朝鮮服」が用い ら

れて い た が、 時代の 変化 と ともに 「チマ ・

チ ョ ゴ リ」 に 朝鮮服 の 呼称が変わ っ てい

き 、 朝鮮服は まるで 女性が着る もの の よ

うに イ メ
ー ジされ る よ うに な る 。

　 本 節 で は、 在 日朝 鮮 人 文 学 を通 して 、

朝鮮服の 呼称の 変化 とと もに 、 在 日朝鮮

人文学で 朝鮮服が どの よ うな イ メ ー ジを

も っ て い る の か 、 日本人の で は な く、朝

鮮人 （韓国人 ）の 自民 族を象徴する服に 対

す る思 い に 注目しなが ら 、 在日朝鮮人文

学に チ マ
、 チ ョ ゴ リが どの よ うに 描かれ

て い る か に つ い て 考察 し て み たい 。

　植民地期 と戦後直後に 活動 して い た 張

赫宙の 「餓鬼道」（1932 年）、金史良の 「土

城廊」 （1934 年） な どの 作品に は 、 主 に
チ マ 　 チ マ 　 　 　 　 　 　 チ ョ ゴリ

「裳」「裳 衣」（ス カー ト）、
「上衣 」（上着）、

バ ジ　　　　　　　　 　　　　 ボ ソ ン

「袴」（ズボ ン ）、
「足袋」（靴下）の よ うに ル

ビをつ け表記 し 、 貧 しい 生活の 中で 苦労

して い る朝鮮 人の 様 子 を描 い て い る こ と

が 多 い 。 戦 後、 1960年 代 後 半 か ら活 動

して い た金鶴泳や李恢成な どの 作品に お

い て は 、
「朝鮮服」か ら「民族衣装 （チ ョ ゴ

リ、 チ マ ）」へ 、 そ して 「チ マ ・チ ョ ゴ リ」

へ と呼称が移行 して い く 。

　李恢成の 「砧を うつ 女」
19）

は 、 植民地期

に お け る 朝鮮人の 服装の 変化が 記述 され

て い る 点で 興味深い 作品 で ある 。 こ の作

品は、 「植民地 時代の 不幸な風景の 一
つ 」

を描き 出して お り、 苦労ばか り して 亡 く

な っ た母の 生 涯に つ い て 祖母か ら聞い た

話 と作家 自身 の記憶を辿 りなが ら綴 っ た

もの で ある 。 特に 、 服の 皺を伸ば す「砧」

とい う作業な どを通 して 朝鮮 の 生活が う

かが え る 。

　主 人公 は母 に つ い て 、
「案外 と母 には

信心深い 所があ り、 日本の着物を着た り
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す る 「ハ イ カ ラ 」な面 とそ れは 奇妙に 同居

してい た」 （218 頁）
2°）

と語 っ て い る 。 そ

れ は母が 日本の 着物 を 着てそ の 上 にパ ラ

ソ ルをさ して故郷 （朝鮮）を訪れた こ と

と 、 朝鮮 的な信心 深さ を も っ て い た こ と

か ら刻 まれ た 印象で ある 。 李恢成 自身は 、

母 が 「なぜ 故郷に行 っ た と きに 着 物を着

て 行っ た の だろ うと、 どこ か悔 しい 気が

す る」
21）

と述べ たが 、 それ は 、

一
時帰鮮

の 際に も外 出する 時は 、 内地服 を着 る こ

とを強い られ た時期 で あ っ たた め と もい

え る 。 しか し 、 日本 の 着物を着 る とい う

行 為が、 「ハ イ カ ラ」と表現 され る こ とに

よ っ て 、 それ が本 来的に もつ は ずの 「同

化」 の 意味が 弱め られ 、 肯定的な親近感

を 与え て い る よ うに もみ え る 。

　 日本の 着物に 対 して朝鮮服は常 に暗黙

の 抑圧 に さ らされ て い た 。 李恢成 の 作品

に も見 られ る よ うに 、 当時は 「白衣を着

る と 、 憲兵 が や か ま しか っ たの で あ る 。

し か し祖 父 は 樺 太 に や っ て き てか ら も

袴 を着用 して い た。 祖母 が汚 れ た チ マ 、

チ ョ ゴ リを躯か ら離さな か っ た よ うに 。

そ の 筋か らの 注意は この 〈洞窟〉の 住人達

に よ っ て し ば しば無視 され」、
「父の 所 に

苦情が ま わ っ て い く」（219 頁）の で ある 。

こ こ か ら老人 たちが朝鮮服 を着 て い た こ

とが 分 か る
22）

が 、
こ こ で も祖 父 よ り祖

母の 方の 朝鮮服着用が
一

層強調 され て い

る 。 しか しその 後 、 戦争が激 しさを増す

に つ れ て 、 女性 はモ ン ペ 姿に な り、 内地

服 に変 っ て い くプロ セ ス が描か れ る 。

　 また、主 人 公の 母 が袴 （パ ジ ）を履 い て

い る父に 向か い
、 協和会の 役員 と して 日

本側 に協力 してい る こ とを非難す る場面

が ある 。 当時 、 朝鮮人は すべ て が 協和会

の 会員に なるべ きであ り、 それ を拒否す

る こ とは で きな か っ た
23）

が、そ の 活動

に 積極的か ど うか は個人差が あ っ た 。 さ

らに父 は暴力をふ る うこ とに よ っ て
一

層

否定的に 描かれて い る 。

　女性作家金蒼生 の 作品に も同 じよ うな

描写 が ある 。
「ア ボ シ （お父 さ ん ）に 割 り

当て られ た ん は、 チ ョ ゴ リに 墨 か け る こ
　 　 　 　 　 オ 　　モ　　　

とや っ た 。 明司日 （お母 さん）はそれ を

知 っ て な が ら 、 チ ョ ゴ リを 着 て 歩 く人

や っ た」 （169 頁）
24）

とい う。 他 に も金史

良「草探 し」な ど 、 背中に 墨 を か ける 場面

が多 く表れ て い るが 、 こ の 行為 はほ とん

ど男 性 が女性に 向け た もの で あ っ た 。 こ

れ は 、 や むを得ず 自分の 家 族に も協和会

の 会員 と して活動する こ とに よ り、 朝鮮

服 を着続 け る こ とを黙認 しな が らも夫婦

の 争い とな る行 動の よ うに も見 え る 。 つ

ま り、 「男」 は墨 をか け る加害者 で あ り、

「女」は 「国」（民族）の 伝統を守 る 被害者 と

い う型を作 っ て い た の で ある 。 そ して こ

の よ うな思 い は戦後 に も民 族差別 と して

記憶され てい た 。 金鶴永 （「土の 悲 しみ」

等）や 梁石 日 （『血 と骨』等）の 在 日朝鮮人

文学の 作品を見 る と 、 常に 女性 （妻）に暴

力をふ る う父の 姿に よ っ て 「父」の イ メー

ジが否定的 に描か れ る 反面 、母 の 姿は そ

の 後 ろに 隠れ て 語 られ ない よ うに見 えな

が ら、印象 は強 く残 され て い る の で あ る 。

　金鶴泳の 「錯迷」（1971年）に は 、 申淳
一

の 二 人の 妹が北朝鮮 に 帰国する場面があ

る 。 先に帰 る明 子 は 、 チマ 、チ ョ ゴ リを

身 に つ け て い た 。
「華 や か な 民族 衣 装 を

着 た女性 た ちの 姿」 が あ ち こ ち に 見 られ

るな か 、 妹明子は 「白い チ ョ ゴ リと黒い

チマ 」を 、 母 は「薄い グリ
ー

ン の チ ョ ゴ リ

を身につ けて 」 い る 。 この 作品の 妹た ち

は 、 両親の 夫婦喧嘩に よる暗い 家を逃 げ
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出そ うとした の だが 、 これ も当時の 北朝

鮮帰国運動が なか っ た ら実現 しなか っ た

と考 え られ る。

　北朝鮮帰国運動 は 、 1959 年か ら始 ま っ

た、い わゆ る「民族の 大移動」
25）

で あ っ た 。

北 朝鮮 は、 「い ま 「物凄い 勢 い 」で 発展 し

つ つ ある 「地上楽園」」で 、
「勉強 したい 者

は国家の 保 証 で い くらで も上級学校に 進

め る と こ ろ」、 「生 活 も国家 が全 面 的 に保

障 して くれ る」
2の

とこ ろだ っ た。

　 日本 に い る朝鮮人 に 対す る北朝鮮の 支

援 は、 1957 年 か らで あ るが、 教育 援助

費 と奨学金に よ っ て 、 それ まで 男 尊女卑

の ため に 学ぶ こ とが で きなか っ た多 くの

娘 た ちが女学生 と して 勉強で きる よ うに

な っ た 。 こ の 影響で 民 族意識が 高 ま り 、

「表札を本名（朝鮮名）で堂 々 と揚げチマ ・

チ ョ ゴ リな どの 民族衣装を晴れや か に着

こなす女性」
27）

が
一

時的に 増加 した 。 こ

れ らは 金 日成主義や 主 体思想 を受 け入れ

た とい うよ り、 ひ た す ら民族 に対す る思

い が大 きか っ た こ とか ら起 きた現 象 と言

え る だ ろ う。

　 同世代で ある李恢成 と金鶴泳の 作品に

は 、
「チマ

、 チ ョ ゴ リ」「民 族衣装」とい う

呼称 が 出 て い る が、 女性作家の 場 合 は 、

主 に 「チ マ ・チ ョ ゴ リ」を用 い て い る
28）

。

こ の よ うな呼 称 の 変化 に は、 そ の
一

つ と

して は 、 在 日朝鮮人に と っ て 、 朝鮮半島

は 南北 に分か れ た 二 つ の 国 （大韓民 国 と

朝鮮民主 主義 人民 共 和 国） で はな く植民

地以前の
一

つ の 国 として の 思い が強い と

い うこ とが ある 。 この 理 由で 祖国に 帰れ

なか っ た 人 も少な くない 。 そ して 彼 らは

戦後 も祖 国 へ の 思 い を忘 れ ない よ うに 、

朝鮮語 な どの 民族精神 の 涵養 に も励ん で

き た。 民族に 対す る こ の 中立 的な思 い は

時間が止 まっ た よ うに 子供 た ちに も受 け

継がれ て きた 。 も う一
つ と して は、「チ ョ

ウセ ン （ジ ン ）」とい う 、 植民地期 か らの

侮蔑的な言葉を避け よ うと した とい うこ

ともあ るだろ う 。 こ れ らの 理 由か ら、「朝

鮮服 」で も、「韓 服」で もない 、母 国語 の 「チ

マ 」、
「チ ョ ゴ リ」あ るい は 「民族衣装 （服）」

とい う呼称を用 い る よ うに な っ た と考 え

られ る
29）

 

　その 後 、
「大韓航空機爆破事件」 （1987

年）を は じめ 、
「北朝鮮拉致問題」 （2002

年）な どに よ っ て い わゆ る 「チマ ・チ ョ ゴ

リ切 り裂き事件 」 が数多 く起 きた 。 こ れ

らの 事件に お い て メディ ア は 、 朝鮮学校

の 「チマ ・チ ョ ゴ リ制服」
3°）

を 日本 中に 広

め 、
「チ マ ・ チ ョ ゴ リ」とい う言葉を定着

させ た 。 その 結果 、 この 和製語が 朝鮮服

（韓服）の 総称に な っ た
31）

と考 え られ る 。

　 この よ うな呼称の 変化は 、 とくに女性

作家 の 作品に お い て 、 父 よ り母の ほ うに

朝鮮服 へ の 思 い が強 く込め られ て い る こ

とに も表れ て い る 。 その 思 い は戦前の 記

憶 と ともに 主 と して 母 か ら娘 に 受 け継が

れ て き たの で ある 。

　金 蒼生 は 、
「生 まれ て 初 めて の チマ ・

チ ョ ゴリ姿の 私 は最初の 数 日間 、 顔をあ

げられ ぬ ほ どに緊 張 したが、 日を経 る ご

とに 桜 並木 の 途 切れ る あ た りに 我 が朝 鮮

高校が ある の だ と思 うと緊張が心強 さに

変わ っ て い っ た」 （204 頁）とい う 。 視覚

的に も朝鮮 人 として 識 別 され や す い 民族

衣装を 着 る こ とは 、 差別を考える と 、 勇

気が必要で あろ う。 しか し、 そ れ が集 団

的な行動で あ っ た た め 可能 だ っ た と考 え

られ る 。

　李正 子
32）

は 、 「母が ときお りチ ョ ゴ リ

姿
33）

で 出か け る の を 見 て は い て も、 自
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分 自身が 身 に 纏 っ て 初 め て 」 （204 頁）、

「昂ぶ り」 を覚えた と書い て い る 。
「は じ

め て の チ ョ ゴ リ姿 に未 だ見 ぬ祖 国知 りた

き唄 くちずさむ 」（47 頁）こ と もあ り、「祖

国 とい うもの が 身 近に 感 じ られ 、 こ れ な

ら誰が見て も民族 で ある こ とが明瞭で あ

る簡潔 さ も 、 私 に 開放 感 を もた ら した」

（204 頁） とい う。
「菊の はな び らひ しめ

く母 の 黄 の チ ョ ゴ リ ま とえ ばす ご や か
　 た

に 顕つ 家族 たち」 （259 頁）に おい て も母

の チ ョ ゴ リ姿は 、 朝鮮を 代表す る 大き な

役割 を果 た して い る 。 こ の 母 の 誇 らか な

チ ョ ゴ リ姿が 、 子供 の 心 に焼 きつ き 、 そ

の 子供 もま た 実際に朝鮮服 を着 る 行為 に

よ っ て朝鮮人 として の アイ デン テ ィ テ ィ

を 実感 し 、 見 た こ との ない 、祖 国を思 い

始め る よ うに な るの で あ る 。

4．民族的ア イデン テ ィ テ ィ と

　そ の 継承

　 女性の 場合は 、 朝鮮服を着 る行為を通

して 、見 た こ との な い 祖国へ の 思い を継

承 して い くの に 対 し、 男性 に はそれ が ほ

とん ど現れ な い 。 た だ 、 金 石範 は 、 日常

生活 の 中の 様々 な事象に 注 目 して 民族的

ア イ デン テ ィ テ ィ の 問 題 を扱 い
、 言葉 を

は じめ、食べ 物や服 な どに朝鮮 （あ る い

は 日本）を意 識す る感覚的表現 が多 く、

そ の 中で 、 朝鮮服 につ い て も多様な場面

で 用 い てい る 。

　 「虚 夢譚 」（1969 年 作 ）の 主 人 公 （男性 ）

は朝鮮服を 通 して ア イ デ ン テ ィ テ ィ を表

そ う と し て い る 。 こ の 作 品は 1945 年解

放 直後 と 1960 年代 を時代 背景 と し、 は

らわ たを抉 り取 られた主人公の 夢か ら始

まる 。
「私」はそ の 体で ソ ウル の 、 あ る公

園 で の 大衆討論 に 参加 し、 「が らん ど う

の 腹の 中を 見抜かれ るの を恐 れ 」て 、 「躯

に 合わ ない 朝鮮服 の 下で 」 冷汗を流 して

い た 。

　 しか しそ れ で も そ の 夢は 私に さ わ

やか な一
つ の 感銘 を与 え て くれ た 。

夢 の 全 編を通 して の 台詞 が全部 朝鮮

語だ っ た の で あ る 。 思考 も感情 の運

び役 も朝鮮語がそ の 構 成 を受持 っ た

夢 として は 、 それ は完璧 だっ た 。 こ

れは 私 の 日常生活で あ ま りあ る こ と

で は ない 。 それ に な お感銘 を 与え た

の は 、 夢の 中の 私は朝鮮服 だ っ た こ

とだ 。 私は そ もそ も朝鮮服を着 た こ

とがない 。 （「虚夢譚」 138 頁）

　普段朝鮮語を あ ま り使わず朝鮮服を着

た こ との な い 「私」は 夢の 中で そ れ を話 し

そ れ を着 た こ と に感銘を受け る 。

　 1960 年代 は 、 日本 の 経済成長 と共 に 、

在 口朝鮮人 もあ る程度 日本に定着し安定

を 求め始め て い た 時代だ っ た とい え る 。

戦前 日本 人化を強要 され て い たの が 、 戦

後 は 完全に 外国人 の 立 場 （1947 年、外国

人登録令発令） に変 り、生き残 るため に

は 、そ して ま た 当時の 差 別を考 える な ら

ば 、 戦前 とは別の 意味で や は り日本人の

ように生活 しなければ な らなか っ たの で

あ る 。 したが っ て 、 朝鮮語 よ り日本語 の

方が 生活 の ため に も必 要 だ っ た 。 ま して

服装 にお い て は、
一

見 して 民族性が 明 ら

か な朝鮮服 を身に 纏 うこ とは心理的に も

一層難 しか っ た と見 られ る 。

　 その よ うな状況の 中で、 「私」は朝鮮人

と して の 自己意識が薄 くな り日本人化 し

てい る こ とを認識 しなが らも 、 それ を認

め た くな い の で あ る 。 こ の 心 の 葛藤 は
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「私」 の アイデ ン テ ィ テ ィ を危 う くす る 。

それ ゆ え民族意 識 が薄 弱 な 「私」が普 段 着

られなか っ た朝鮮服をこ の 夢の 中で着て

い た こ とが何 よ り嬉 しか っ たの で あ る 。

　そ の 一 方で 、
「私」は 目本人が朝鮮服を

着 る こ とも心か ら受け入れ る こ とがで き

ない
。 あ る 日「私 」は 、 日本 人 の 友人 F に

つ れ られ て 朝鮮 の クラ ブに行 き 、 そ こ で

朝鮮服の チ ョ ッ キを着、朝鮮 民謡 、長 鼓

を演奏 し 、 踊 る男が 目本人 で ある こ とに

驚 く。 小 中学校時代 を朝鮮 で過 ご した 人

で あ っ た ため、 朝鮮 の 事物 に馴 染ん で い

た こ の 男に 「私」は違和感 を 覚え るの であ

る 。

　 「私」（男性）が普段 は朝鮮服を着て い な

い の に 対 して 、 作中に は朝鮮服の 女性た

ちが表わ れて い る 。 そ して 「朝鮮服 で 日

本の 中を歩い て きた私の 亡 き母や朝鮮の

女た ちは 、 こ と さ ら断絶を 感 じ る こ とな

くきび しい 断絶 の 上 に 終生 立 っ て 来 た」

（151 頁）と 、 女性た ちの 大胆さ さえ語 ら

れ るの で あ る 。

　次 の 例 は金石 範 の 『1945 年夏 』
34）

か ら

の 引用で あ る 。

　 「内鮮
一

体」と「皇 民 化」が強調 され

る非常 時局 に、民族 衣 装 をつ け て 白

昼 堂々 と町を歩 くの は 、 金泰造の 母

親に して もそ うだ っ たが彼女た ちだ

けで ある 。 こ の 1区 の 朝鮮人の 密集

地域を控 え た地 区の 警察で は彼女た

ちの 朝鮮服の 着 用を禁 じた 。 それ で

も彼女 た ち は 朝鮮服装 で 町を 歩 き 、

電車に 乗 っ た 。 警察 は追打ち をか け 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チ ョ ゴ リ

白昼公衆 の 面前 で 彼女 た ちの 上衣 、

チ マ

裳に黒汁で ペ ケ 印を書きなぶ り、 汚

した 。 それ で も 、 不思 議に 町か ら朝

鮮服 が な くな らない の で あ る 。 そ れ

は い き りた っ た抵抗 とい っ た もの で

は な く、 彼女たちの 根源的な生 活の

要求か らきて い た 。 で 、警察や 協和

会の 力で も っ て して も どう ともな ら

ない の だ っ た 。 （『1945 年夏』273 頁）

　 こ こ で も「女」たちの 朝鮮服が描かれ て

い る 。 と こ ろが 、
「彼 女 たち」が民族 衣 装

をつ けて 歩い てい るの は rI区の 朝鮮人」

が密集 して い る地域 で あ る 。 し た が っ て

「それ は い き りた っ た抵抗 とい っ た もの

で はな く、彼女た ちの 根源的な生活の 要

求か らき て い た 」 こ と も語 り手は 承知 し

て い る 。 そ してそ の 上、 読者 に は 朝鮮服

を着用 する 「彼女 たち」の 民族性を文学的

な表象 と して 強 く印象づ け る の で あ る 。

それ は 民族的な 義務を女性に 押 し付 け よ

う とす る よ うに も見 え る 。
つ ま り金 石範

の 作品の 主人公た ちは 日本に 同化 して い

くが 、 それ を 自分に認 めた が らない 。 そ

して 女性の 朝鮮服を通 して 自分が民 族意

識 の 所 有者 で あ る と思 い 込 も う とす るの

で あ る。
こ の よ うに 、 男性は観念 的 な ア

イデ ン テ ィ テ ィ に こ だわ り、 女性 た ちは

伝統的な しきた りを通 して 、 こ と さ ら意

識 せ ずに アイデ ン テ ィ テ ィ を実践 してい

る とい う対比を 見る こ とが で き る。

　 も う
一

つ 、 彼女 たちが 民族的な生 活習

慣 に お い て 大 き な役割 を担 うの は 祭祀

（法事）で あ る 。 金石範の 作品 に も祭祀 の

場面 が多 く描か れ て い るが 、 それ は家族

が集 り話 し合 う場 と して 設け られ る こ と

が多 く、 ア イデ ン テ ィ テ ィ の 確認の 場 と

して も重要 な役割 を して い る とい え る 。

そ の 役割を果 たすの は女性で 、 供 え物 と

客 に 出す食べ 物の 準 備をす る に は何 日 も
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手間がかか る大変な仕事 である 。

　金蒼生 は こ れに つ い て 、
「祭祀 の お こ

なわ れ る家で は 、前 日か ら女た ちが立 ち

働 い て い る 。 準備万端 整 っ た あ とも、 訪

れ る客を もて なす の に忙 しい 。 男 た ち は

屏風の 前で 談論風発 、 酒を呑み 肴をつ つ

い て 和気あい あい 、女た ちは 台所の 隅 で

そ そ くさと食事を と る」
コ5）

と 、 男女 の 不

平等 に つ い て 語 っ て い る 。

　 こ れ らを見 る と、女性 が中心 にな っ て

朝鮮人 の しき た りを守 っ て きた こ とが 分

か る 。 この よ うに 、 朝鮮服を は じめ、 祭

祀な ど視覚 化 された女性 の 行 動 に よ っ

て 、 在 日朝 鮮人 は民 族 的 ア イ デ ン テ ィ

テ ィ を 確認 して い るの で はな い か と考 え

られ る 。

　原尻英樹は 、 在 日朝鮮人社会 に おい て

民族服 を着る こ とは 、 男女の 民族性の 保

持 の 仕 方が 違 う こ と に よ る と述べ な が

ら 、
「在 日朝鮮人社会にお い て 、 儒教思

想 に よ る倫理観 に よ っ て 女性は明 らか に

男性 よ りも下位 に位置付け られ 、 男性が

家庭外で の 役割を 担い 、 女性 が家庭 内あ

る い は 内集 団 の なか で の 役割 が大 きい 」

とい う。 す な わ ち 、 女性 は 「伝 統文化を

継承す る役 目を担い 、 か わ っ て 男性 は 民

族集 団外 、
つ ま りこ こで は 日本社会 と朝

鮮人社 会 の 二 つ の 社会 を繋 ぐ役 目をす

る」
36）

とい う。 す なわ ち、 女性側 に民族

的な義務を移 行 させ 、 それ を通 して 民族

的ア イ デン テ ィ テ ィ を守 り続け よ う とす

るの で は ない か 、 と考え られ る 。

　 こ の よ うに 上 記 の 作 品 を通 して 男性の

朝鮮服は否定 的な反面、女性の 朝鮮服 は

民族性を示 す上に 、
「祖国」、

「母」、 そ し

て 「女性」の イ メー ジが強 く重ね合わ され

て い る こ とが 分か る 。

5．おわ りに

　植 民地期 に 朝鮮 人 に 対 し 、 経済的で な

い な どの 理 由で 白衣 が禁 止 され色衣奨 励

が実施され た 。 日本に おい て は 、 朝鮮服

の 着用率が男 性 よ り高 か っ た 女性 を対象

と して か な り強 力な指導 が推奨 され た 。

それ に もか かわ らず、朝鮮 の 女性 が朝鮮

服 を着用 し続 け る こ とが で き たの は 、 和

服 に 対す る抵抗 もあ っ たの だ ろ うが 、 彼

女 た ちの 根強い 慣習 、 儒教思想の 固守へ

の 意志が 大き く働い た と見 られ る 。 ま た

抵抗を恐 れ 、実際に は む しろ控え 目の 指

導 が行われ て い た こ ともそ の 着用を可能

に し た と考え られる 。

　男 女が着 る 総称 と して の 「朝鮮服」は
、

現 在 「チ マ ・チ ョ ゴ リ」に 変 っ て い る 。 そ

の 背景 に は朝 鮮半島に お ける 南北 の 分裂

や 、 日本に お け る 「チ ョ ウセ ン （ジ ン ）」と

い う蔑称を避 けようとする在 日の 意識が

あ っ た と考え られ る 。 さ らに 、
「チマ ・ チ ョ

ゴ リ切 り裂き事 件」 な どの メデ ィ アの 報

道 が 「チ マ ・チ ョ ゴ リ」とい う呼称 の 定着

に 寄与 した こ とも見逃せ な い
。

　 こ の 呼称 の 変化 と と もに 、 在 日朝鮮人

文学 に おい て も 「チ マ ・チ ョ ゴ リ」に 母 、

祖国の イ メ
ー ジを重ね合わ せ る こ とが 定

着 したよ うに み え る 。 この 現象は と くに

二 世世代に 多 く見 られる 。 その 反面、 男

性 （父）の 朝鮮服は 祖国 を思わ せ る こ と が

な く、暴力性 との 結びつ き に よ っ て 否定

的に 表わ れ て い る 。 男性が戦前の 協和会

会 員 と して 色 衣 奨励 に 協 力 した の に 対

し 、 戦前戦後を 通 じて 朝鮮の 慣習や祭祀

な どが女性に よ っ て 守 られ て きた 。 その

思い が 、 女性 の 朝鮮服、「チマ ・チ ョ ゴ リ」

に 母 、祖国の イ メ
ー ジを投 影 させ るよ う

一 57一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Expression-Formation Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Expresslon −Formatlon 　Studles

に な り、 そ の イ メ
ー ジ に託 して 在 日朝鮮

人の ア イデ ンテ ィ テ ィ は維持 され る こ と

に な っ たの だ ろ う 。

　 こ こ に は 、 男性側が女性側に 民族的な

義務 を移行 させ 、 それ を通 して 男性 たち

が失い つ つ あ る民族的ア イ デ ンテ ィ テ ィ

を守 り続 けよ うとす る傾向 もうかが い 知

る こ とが で きる 。 在 日朝 鮮 人文 学 に お い

て 「チ マ ・チ ョ ゴ リ」は在 日朝鮮人 に祖国

を想 わ せ る表 象 で あ る の だが、 男女 間に

は 、 それに託す る想い や 表現に おい て差

異 が見 られ る 。 つ ま り、 男 性 は 自身 が

失 っ た アイ デン テ ィ テ ィ を こ の 表象に 投

影 し 、 女性は 自身の アイ デ ン テ ィ テ ィ を

再 確認 する た め に こ の 表象を用 い て い る

と言え る 。

注
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　 とする の で 、
「朝鮮服」とい う呼称を 中

　心 に 扱 う。 現 在、 韓国で は、 「韓服（ハ

　 ンボ ク）」の 呼称が使われ て い る。
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　 日本語の 強要 は 婦人 を主 な対象 と して

　行われ 、男子 に対して は教練が 課せ ら

　れ た 。

12）樋 口雄
一 『協和会一 戦時下朝鮮人統

　制組織の 研 究』 137 頁

13） 『在 日 コ リア ン の 歴 史』 作成委員 会
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　頁
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　誌』
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30）韓東賢は 『チマ ・ チ ョ ゴ リ制服の 民
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　男性 タレ ン トが店 に入 っ て朝鮮服 を試
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タ
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　0 さんがチ マ ・チ ョ ゴ リを着 て み ます」
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　の は ずな の に 、
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　 う語が用 い られ、朝鮮服 （韓服）＝ 「チ

　マ ・チ ョ ゴ リ」 とい う理解が定着 して

　い るよ うに 思 われ る 。

32）李 正 子 は 1947 年三 重 県生 ま れ 。 短

　歌 とい う媒体を通 じて 在 日朝鮮人 に つ

　 い て 語 っ て い る 。

33）チ ョ ゴ リは男女い ず れ もが着 る 上着

　を 示 す が 、 在 日朝 鮮人 の 中 で は 女の

　チ ョ ゴ リを示す こ とが 多い 。

34）「長靴」（『世界』1971 年 4 月 号）、
「故
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　（『人 間 と して』 1972 年 ll号 ）、
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35）金蒼生 　前掲書 48 〜 49 頁

36）原尻英樹 『在 日朝鮮人 の 牛活世界』

　 113〜 114頁
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